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• 回答結果によると、賃料は継続して下落傾向には
あるが、その状況は改善しつつある。千代田区や
品川（港南口）等、一部のエリアにおいては、下げ
止まりの兆候が見え始めている等、明るい兆しも。

• 一方で、港区を中心に高賃料帯の新規供給物件
では空室の消化に時間を要している。リーシング
においては長期のフリーレント、工事費負担等の
メリット付与を前提としているケースも。

• オフィス回帰の動きが広がる中で、移転の目的と
してオフィス環境の改善を企図する事例も増えて
いる。そうした動きが、業容拡大に伴う拡張移転と
ともに、移転ニーズを下支えしている。

時事テーマ 1

移転規模の動向（対従前）

想定テナント層のカーボンニュートラルに対する態度（規模・築年別）
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S・Aクラス成約賃料レンジの時系列比較（万円／坪）

エリア別S・Aクラス成約賃料レンジ （共益費込）
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【S・Aクラス】

以下の基準を概ね満たすもの（原則）

①築20年以内

②駅から5分以内

③基準階面積500坪以上

④延床面積10,000坪以上

凡例
（賃料レンジの平均値により区分）
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